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これまで銀河団観測では、高温ガスからの X線の連続成分と輝線を十分に分離することはできなかったが、
XRISM衛星搭載マイクロカロリメータ検出器Resolveは高い分光性能 (E/∆E > 1000)を実現するため、各元素
のアバンダンスの決定精度が飛躍的に向上するだけでなく、各輝線の微細構造のみを用いてガスの温度や速度を
精度よく決定できる。XRISM衛星打ち上げ後の性能実証期に観測されたケンタウルス座銀河団の観測では、中心
銀河周辺のガスのバルク運動 (XRISM collaboration 2024)や元素組成分布 (2024年秋季年会福島講演)が明らか
になってきた。我々は、S, Ar, Ca, Fe などのH-like及びHe-like輝線周りの狭帯域のスペクトルフィットによる
重元素アバンダンスや乱流速度の測定、輝線強度比から連続成分とは独立に温度測定を行った。各輝線周りの狭
帯域のスペクトルフィットの結果はどのエネルギー帯でも広帯域の結果と矛盾はしなかったものの、輝線強度比
から求めた温度は複数の温度成分の存在を示唆した。さらに、観測されたHe 状 Fe 輝線 共鳴線と禁制線の強度
比は、典型的な光学的に薄いプラズマモデルから計算される値よりも低い傾向にあり、ケンタウルス座銀河団中
心部で共鳴散乱が起こっている可能性を示唆した。本講演ではこれらの結果の詳細とその解釈について議論する。


